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  雇用・就業形態の多様化のなかで非正規労働者の実態をつかむために 

どう統計を整備したらいいのか 

 

                          大沢真知子 
 
比較対象とした統計 
総務省『労働力調査』 

    『就業構造基本調査』 
厚生労働省『毎月勤労統計調査』 

      『雇用動向調査』 
      『就業形態の多様化に関する総合実態調査』 
      『パートタイム労働者総合実態調査』 
 
非正規労働者 
  パートタイマー、派遣労働者、臨時・日雇い労働者 
 
１．パートタイマー 
   定義の違い 
     労働時間週３５時間未満 
     職場の呼称 
     正社員と比べて一日あるいは週の所定労働時間が短い 
 
２．臨時・日雇い労働者 
   カバーされていない統計がある 
     毎月勤労統計調査ではカバーされていない 
 
３．派遣労働者 
  総務省の労働力調査、および厚生労働省の毎月勤労統計調査ではカバー

されていない（臨時に入っている？） 
 
（１．〜３．については Houseman and Osawa(1995) Exhibit1.参照のこと） 

 
４．偽装請負、みせかけの自営業 
   実態を把握している調査統計がない？  
 
５．失業統計 
   １年以上失業している労働者の実態が把握されていない？ 
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